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【№６】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【№７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均値:6.3 

平均値:5.8 

誤差:0.17 

誤差:0.13 

誤差:0.00 

誤差:0.06 

誤差:0.10 

誤差:0.05 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 
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【№８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均値:6.2 

誤差:0.10 
誤差:0.06 

誤差:0.04 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 
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(2)  モニタリング範囲を超えた時の対応について 

 グラウンドアンカー施工に伴い、セメントミルクの注入を開始した平成３１年３月１３日から

地下水のモニタリングを行う中で、№３、№８については上限値を、№３、№４、№５にいては、

下限値を大きく超える日が複数日あった。 

 薬液注入施工時と同様、図 2-3-14 のフローに基づき、すぐに工事を中断し、２次管理への影響

を確認するため、亀岡市№１の pH値を確認し、亀岡市№１の pH値が、図 2-3-15 のとおり２次管

理値の範囲内（６．２以上７．２以下）であることが確認出来たため、工事を再開した。 

 なお、№３の pH値については日々安定していない状況であるため、２次管理場所となっている

亀岡市№１の pH値を毎日２回測定し、その値を確認しながら作業を進めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 
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図 2-3-14 水質管理フロー図 

 

 

 

 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 

■モルタル注入実施日 ■モルタル注入休止日 
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○２次管理測定記録表（市№１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※４月２５日～５月７日の間は大型連休のため測定なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-15 グラウンドアンカー施工時の二次管理（市№1）pH値変動グラフ 
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(3) グラウンドアンカー施工に伴う地下水への影響について（考察） 

≪各調査孔の特徴について≫ 

・各調査孔により、pH値の変動パターンに大きな違いがあり、個別性が高い結果となった。 

・機器点検日後に pH値に変動がある観測孔が見られたが、計測器の誤差以上に変動している観測

孔もあり、機器点検のため計測器を取り出したことによる孔内の乱れにより、pH値に変動が

あったものと考える。 

・比較調査孔№0については、施工前と施工中を比べ PH 値の平均値に違いが無い結果となった。 

  №1、№4、№5、№6、№7、№8については、pH値の平均値を見ると、注入材料の性質がアルカ 

リ性であったにも関わらず、全体的に酸性側に変動する傾向が見られた。 

  №2については、pH値の平均値を見ると、アルカリ性側に変動する傾向が見られた。（表 2-3-3

参照） 

・№3については、pH値の平均値を見ると、酸性側に変動する傾向が見られた（表 2-3-3 参照）

が、アルカリ性側に pH値が大きく変動する日も見られた。また、機器点検により pH値が一旦

下がったが、再度アルカリ性側に PH値が変動する現象が見られた。 

 

             表 2-3-3 グラウンドアンカー（セメントミルク注入）施工前後の 

                      pH 値平均値の比較について 

測 点 施工前 

(H30.8.9～H30.9.16) 

セメントミルク注入時 

(H31.3.14～) 

№0(比較調査孔) 6.3 6.3 

№1 6.3 6.2 

№2 6.4 6.5 

№3 6.9 6.8 

№4 6.5 6.4 

№5 6.3 6.0 

№6 7.0 6.3 

№7 6.2 5.8 

№8 6.3 6.2 
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≪考 察≫ 

 今回のモルタル注入工事に使用する注入材料については、pH9.0～10.5 であることから、モル

タル注入工事により pHの値がアルカリ性側に変動した場合は、影響があったと考えることとした。 

 №1、№4、№5、№6、№7、№8については、pH値の平均値を見ると、全体的に酸性側に変動

する傾向が見られた。このことから、モルタル注入工事による地下水の PH値の変動に影響は無か

ったと考えられる。 

 №2については、モルタル注入工事の施工中に、pH値が全体的にアルカリ性側に変動する傾向

が見られたこと。また、№3についても、pH値の平均値を見ると、施前後の比較では酸性側に変

動する傾向が見られたが、部分的にアルカリ性側に pH値が大きく変動する日が見られたことと、

機器点検により pH値が一旦下がった後に、再度アルカリ性側に pH値が変動する現象が見られた

ことから、№2並びに№3についてはモルタル注入工事により地下水の pH値の変動に影響があっ

たと考えられる。（図 2-3-16 参照）しかし、モルタル注入工事による pH値の下限値を大きく超

えることなく、かつ、施工箇所から約１３０ｍ離れて設置されている二次管理となる市№１(図

2-3-17 参照)の pH 値も、モニタリング管理範囲内に収まっていた(図 2-3-15 参照)ことから、そ

の影響は工事範囲の近傍のみに限られた軽微なものであり、施工箇所からも十分な距離があるア

ユモドキの生息に重要となる箇所までは影響を及ぼしていないと考えられる。 

 

                       凡例 

                           ●平均 pH値に変化無し 

                           ▲平均 pH値がアルカリ性側に変動 

                           ▼平均 pH値が酸性側に変動 

                           ■pH 値が日々大きな変動 

 

 

 

 

 

 

 図 2-3-16 セメントミルク注入中の pH値の変動の特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-17 調査孔全体位置図 
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2-4 工程          

2-4-1 今後の予定について        

(1) 今後の地下水モニタリング計画について    

 現在、ＢＯＸカルバート施工に伴う掘削床付けが完了し、躯体の施工を進めている所である。 

 今後の地下水モニタリングについては、モルタル注入を含む薬液注入工事が完了したため、建

設省からの「薬液注入工法による建設工事の施工に関する通達及び暫定指針」に準じ、地下水の

pH値の計測頻度を２週間を経過するまでは毎日１回以上、２週間経過後半年を経過するまでの間

にあっては、月３回以上（毎週１回）に変更する。     

    

 

写 2-4-1 掘削床付が完了し、基礎砕石施工中の状況写真 
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【分析報告書（シリカショット主剤）】 
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≪セメントミルク≫ 
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≪混和剤≫ 

 



 
 

- 145 - 
 

 ≪拡大図≫（薬液注入工一次注入） 
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≪拡大図≫（薬液注入工二次注入） 
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